
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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ト
ピ

ツ
ク
ス

こ
の
日
、
朝
８

時
半
か
ら
食
堂
班

８
人
と
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
計
Ъ

人
の
高
校
生
た
ち

が
打
ち
合
わ
せ
を

し
＼
坂
出

一
高
食

堂
の
開
店
準
備
の

ス
タ
ー
ト

で
す
。

時
計
を
気
に
し
な

が
ら
も
調
理
室
の

中
を
テ
キ
パ
キ
と

料
理
を
作
る
生
徒

た
ち
。
食
堂
班
の
面
々
が
見
守
る
中
、
ま

る
で
本
物
の
料
理
人
の
よ
う
な
無
駄
の
な

い
動
き
で

一
品

一
品
仕
上
げ

て
い
き
ま

す
。
ご
飯
と
出
汁
巻
き
た
ま
ご
は
食
堂
班

の
担
当
、
そ
の
他
の
料
理
は
生
徒
た
ち
が

準
備
し
ま
す
。
前
日
ま
で
に
心
を
込
め
て

坂

出

一
高

食

堂

～
若
さ
と
挑
戦

一
日
だ
け
の
和
食
食
堂
　
開
店
し
ま
す
～

衝

ご

は

ん

一
島
白
案
共
ぬ
か
流
け

（２
拒
）

す
ま
し
汁

（奇
兵
丈
、
な
常
釉
子
）

サ
ゴ
シ
和
庵
此
き
　
昨
稿

薩
え
と
島
鈴
井
と
人
か
の
朔
床
■
え

矛
来
の
ｋ
き
合
わ
せ

れ
点
、
れ
子
、
４
茸
、

株
人
か
、
編
さ
や

・
祭
銘

虫
汁
な
き
ユ
子
　
丈
根
お
ろ
し

人
歩
羊
典
　
胡
床
ク
リ
ー
ム
添
え

及
去
一
あ
含
責
　
升
撃
研
先
郵

仕
込
ん
だ
食
材
を
用
い
、
手
際
よ
く
調
理

を
進
め
ま
し
た
。

３
年
生
の
部
長

・
亀
山
さ
ん
が
的
確
な

指
示
を
し
、
部
員
た
ち
は

一
つ
の
チ
ー
ム

と
し
て
連
携
し
な
が
ら
料
理
を
次
々
と
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。
予
定
の
１２
時
へ
と
時

計
の
針
が
刻
々
と
進
み
、
皆
の
動
き

が
仕
上
げ
に
向
け
て
熱
を
帯
び
て
い

き
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
メ
イ
ン
の

「サ
ゴ
シ

柚
庵
焼
き
　
酢
橘
」
を
は
じ
め
と
し

た
８
品
。
見
た
目
も
美
し
く
盛
り
付

け
ら
れ
、
繊
細
な
味
付
け
、　
一
流
の

料
亭
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
遜
色
な

い
出
来
栄
え
で
し
た
。

食
後
に
は
、
今
回
の
料
理
の
こ
だ

わ
り
や
作
り
方
の
ヒ
ン
ト
、
今
後
の

目
標
に
つ
い
て
な
ど
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
、
生
徒
た
ち
は
丁
寧
に
答
え

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
年
生
の
部
員
に

よ
る
部
活
動
紹
介
や
、
胡
瓜
の
小
□
切
り

テ
ス
ト
に
向
け
た
実
演
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

寄憚

初
夏
を
思
わ
せ
る
爽
や
か
な
日
差
し
が
降
り
注
い
だ
６
月
１

日

（日
）
、
坂
出
第

一
高
等
学
校
食
物
科

。
料
理
研
究
部
の
生
徒

‐５
名

（部
長

・
亀
山
さ
ん
）
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
の
調

理
室
を
活
用
し
、
ふ
れ
あ
い
交
流
部
の
食
堂
班
と
交
流
し
な
が
ら

「坂
出

一
高
食
堂
」
を

一
日
限
定
で
開
店
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
和
食
３０
食
を
丁
寧
に
調
理

。
配
膳
し
、
参
加
者
は
美
し
い
盛
り

付
け
と
、　
百
田
百
田
に
込
め
ら
れ
た
繊
細
な
味
わ
い
を
堪
能
し
ま

し
た
。

開おιます～

脚 掛

,

漁Iすの斉
'往

命消密
～ノどと麟 。

,λ宏勢
,あ考撚

1
引

r 木

日

の
お

し

な

が

き

ギ・ヤ 〕
、
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Чヒf

|

一
，
「

写

▼

…

,

DAIWA

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香
'H芳

]電

丸亀市飯山町下法軍寺3フ 9-4

TEL 0877‐98日2626
TEL 0877‐98o2371

Eフジ芦う丸亀
日■FUJ:この衡に、あつてよかつた。

＼

丸亀市川西阿1280番地1

TEL 0877日57口2411

蘇豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 1

フリーダイヤサレ0120Ⅲ 197‐007
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ご
あ
ん
・な
い

保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
・検

【日
時
】
フ
月
１６
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】
第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【問
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

第
１
回
健
康
講
演
会

【演
題
】家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

～
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取
り
入
れ
よ
う
～

【講
師
】香
川
県
中
讃
保
健
所
　
生
活
衛
生
課

【日
時
】
フ
月
１０
日
（木
）

１０
時
～
１１
時

【内
容
】家
庭
で
も
で
き
る

食
品
衛
生
管
理
に
つ
い
て

【場
所
】多
目
的
室

【対
象
】市
民

※
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
交
流
ラ
ジ
オ
体
操

【実
施
日
】フ
月
２‐
日
～
フ
月
〃
日

申
込
い
た
だ
い
た
自
治
会
に
は
、
一三
ン
オ

体
操
カ
ー
ド
と
駄
菓
子
（人
数
×
フ
日
間
）

を
お
配
り
し
ま
す
。
交
流
と
体

力
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

一

サ

ー

ク

ル

の
紹

介

一ふ
！
体
操
飯
山
ク
ラ
ブ

３
種
類
の
用
具
、ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・ベ
ル

ダ
ー
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

身
体
を
動
か
す
心
地
良
さ
、
楽
し
さ
を

一
是
非
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
全
面
鏡
の
部

一
屋
で
待
っ
て
ま
す
。

一
【日
時
】
毎
週
火
曜
日

一　
　
　
‐９
時
３０
分
～
２‐
時

一
【場
所
】
多
目
的
室
１

一
【会
費
】
月
２
０
０
０
円

二
申
込
・問
合
】城
崎
廣
子

【対
象
】
飯
山
南
在
住

ま
た
は
飯
山
南
に
お
勤
め
の
方

【申
込
要
領
】
３
人
１
組
で
、
リ
ー
ダ
ー
を
決

め
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【申
込
締
切
】
フ
月
６
国
（日
）

【そ
の
他
】パ
ン
と
飲
み
物
の
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。

夏
休
み
の

子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援

【日
時
】
７
月
２９
日
（火
▼
３。
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
（学
習
）

【場
所
】多
目
的
室
２
　
　
【対
象
】
小
学
生

【定
員
】
各
国
先
着
２０
名

【持
参
物
】宿
題
（ド
リ
ル
や
ワ
ー
グ
）

自
主
学
習
が
で
き
る
も
の

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

Ｉ

Ｊ
ぴ
ヨ
Ｓ

ｒｒび
う
―

法
の
郷
ペ
ダ
ン
ク
大
会

百
堕
ア
月
〃
日
百
）
　

〔
】
■
迅

９
時
３０
分
～
１２
時
（予
定
）
　

ｏ
　
・醸

Ｔ

【場
所
】多
目
的
室

０

飯山中学校    美 術 ,音|

私たち美術部は、1年生 16

名、2年生3名 、3年生 10名 の計

24名で活動しています。主な渚

動内容は、コングールに向けて

作品を描いたり、体育祭に向け

て横断幕を制作したり、絵だけ

でなく、陶芸や仮面のデザイ

ン、粘土を使つた作品なども制作しています。先輩・後輩

関係なく、みんな仲が良く、絵を描くことが好きな仲間

で、共に協力しながら国々、作品づくりを熱心に取り組ん

でいます。最近では、季節の果物や虫の絵、船や海などの

風景画、友達を見ながら人物画なども手がけています。

また、仲間と共に描く黒板アートや横断幕の制作では、

皆で協力し争 つの作品を完成させることができました。

これからも、見てくれる人

たちに感動してもらえるよう

な絵や作品を作つていけるよ

うに渚動に励んでいきます。

飯山中美術部の応援をどう

ぞよろしくお願いします。

飯山南
保育所

さつまいも 大きくなつてね !

」A香川県飯山

支店の方より、

さつまいものつると土

嚢袋をいただき、地域

ボランティアの方と一

緒に5歳児ゆり組の子

どもたちがいもづるさ

しをしました。子どもたちが応援する中、汗をかきながら土

づくりをしてくれ、子どもたちと一緒に土嚢袋に上を入れま

した。どのくらい土を掘つてさしたらいいのか、向きはどう

なのかなど教えてもらいながら、楽しくいもづるさしをしま

した。これから、大きく生長するのを楽しみにしながら、

たつぷりの水と愛情を注いでいきたいと思います。いつも

子どもたちを温かく見守り、子どもたちのためにご協力い

ただいていることに

感謝しています。秋

ごろ＼一緒にさつま

いも堀りができるこ

とを楽しみにしてい

ます。

くく( Yett 〉〉〉

エール
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「地
域
の
和
を
大
切
に
。

地
域
の
幸
せ
を
形
に
す
る
」

訪
岡
看
護
る
アー
シ
ョン　
紺^
甲
圭
十

私
た
ち
の
「訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
和

幸
」
は
、
〈「
和
元
年
５
月
１
日
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
訪
間
看
護
と
は
、
看
護
師
が
ご
自

宅
を
訪
間
し
て
、
そ
の
方
の
病
気
や
障
が
い

に
応
じ
た
看
護
を
行
う
こ
と
で
す
。
看
護
師

が
主
治
医
の
指
示
の
も
と
、病
院
と
同
様
の

医
療
処
置
も
行
い
ま
す
。
作
業
療
法
士
。理

学
療
法
士
≡
塁
ｍ聴
覚
士
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
難
し

い
方
に
ご
自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
同
敷
地
内
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
在
籍
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
併

設
し
て
お
り
、小
⊂
相
談
者
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

当
施
設
の
理
念
は
、
「明
る
く
、
瀬
皿
か
い
、

安
心
感
が
あ
る
、質
が
高
い
看
護
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
」
で
す
。
住
み
慣
れ

た
場
所
で
、大
人
も
子
ど
も
も
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
訪
間
看
護
が
生
沼
の
一

部
を
支
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「
∈
自
宅

で
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
方
の
希
望
に

沿
っ
た
看
護
も
行
い
ま
す
。

訪
間
看
護
を
利
用
希
望
の
方
は
、
受
診

し
て
い
る
医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

ダ
ー
、
市
町
村
の
介
護
保
険
や
障
が
い
福
祉

の
担
当
窓
□
な
ど
善
∈
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
必
要
な
知
識
・

技
術
と
人
間
性

を
磨
き
、
自
己
満

足
に
陥

る
こ
と

な
く
在
宅
看
護

を
提
供
し
、
地
域

に
お
け
る
生
活

の
質
の
向
上
と

地
域
活
性
化
ヘ

の
貢
献
に
努
め

ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｌ
み
み

盤
動
す

石

は
た
な
た

一

0

婢理称障
飯山町東小川字西内1255-2

a85-76ア フ

採 を
調 I起

【
讃
留
霊
王
伝
承
認
シ
リ
ー
ズ

成Ｌ
　
　
二乗
島

和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

○
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

◎
【宇
夫
階
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４
十
五
‐
◎
】

０
《木
鳥
神
社
ご
が
ら
す
じ
ん
じ
じ
》

鎮

座

地
　
丸
亀
市
本
島
町
泊
六
七
〇
番
地

媒
不
　
　
神
　
大
國
主
神
。大
押
立
神
　
少
彦
名
神

神
社
由
緒

０
讃
留
霊
王
当
國
に
封
を
受
け
、船
に
乗
り
て
封
内
海
岸

を
巡
航
の
時
、
風
涛
（ふ
う
ど
う
）
に
遇
（あ
う
）
。時
に
小

烏
省
⊂
が
ら
す
）
あ
り
て
王
の
船
を

導
き
泊
浦
に
避
難
し

た
ま
え
り
。
依
っ
て
こ
こ
に
祠
を
建
て
ゝ
之
を
祀
り
０

小
烏
大
明
神
と
云
う
と
云
え
り
。

『香
川
縣
神
社
誌
イ
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
利
十
三
年
十
二
月
一日

発
行

離
正
面
建
物
南
向
き
『神
社
拝
殿
』
０
印

業
大
鳥
居
は
、
塩
飽
島
の
年
寄
宮
本
伝
太
夫
道
意
の
子
・半
右
衛
門
正

信
が
寛
永
四
年
（１
６
２
フ
）
建
立
。
薩
摩
の
石
工
と
地
元
の
石
工
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る

昨
江
戸
時
代
築
の
芝
居
小
屋

《木
烏
神
社
》

!・■iⅢSi■
一こ　
が
ら
す

し
ん

じ
ゃ

『千
歳
座
』
が
現
存
。
●
印
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・不

・・易

■
流

・
行

・・
纂

発

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
ゴ
リ
ラ
研
究
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

（２
）

自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
テ
ー
マ
解
決

の
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
行
い
、実
際
に

現
地
に
出
向
い
て
体
験
活
動
を
し
、
ま
と

め
て
い
く
よ
う
な
学
び
を
「問
題
解
決
学

習
」
と
い
う
。

こ
の
学
習
は
、

２５
年
ほ
ど
前
か
ら
学
校

現
場
に
登
場
し
た
「総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
あ
る
。

こ
の
学
習
の
よ
さ
は
自
分
が
主
体
と

な
っ
て
学
習
を
自
ら
創
り
上
げ
る
と
こ

ろ
に
楽
し
さ
が
あ
る
。

今
ま
で
紹
介
し
た
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の

ゴ
リ
ラ
研
究
は
ま
さ
に
探
究
す
る
楽
し

さ
が
調
べ
を
進
め
る
た
び
に
倍
増
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
あ
る
。
≡一田う
ま

で
も
な
く
国
語
、算
数
等
の
基
礎
的
基
本

的
な
力
が
し
っ
か
り
と
身
に
付
い
て
い

る
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

昨
年
の
５
月
号
で
書
か
せ
て
も
ら

っ

た
「博
士
ち
ゃ
ん
」
の
番
組
に
登
場
す
る

子
ど
も
た
ち
も
同
様
に
問
題
解
決
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）



法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

総務環境美化部

法の郷公園花壇の植替 えと草抜 き

6月 フ日(上 )1フ!OO～ 18:OOの 1日寺間、総務環境美

化部とボランティアの皆さんで花壇の花の植替えと草

抜きを行いました。

たくさんのご参加ありがとうございました。花壇には
マリーゴールド50ポット、国国草50ポット、松葉ボタン

100ポットが植えられました。大きくなるのが楽しみで

す。広場も美しくなりました。気温の上昇とともに、まだ

まだ雑草は生えてきそうです。美しい公園を保つため
には、ボランティアの方のご協力が必要です。

次回は7月 19日 (土)朝6:00～ 7,00に行います。
ぜひ、ご協力ください。

文化育成部

交通安全教室

令不□9年度の国道バイパス全線開通に向け、交通環境が

大きく変化する中、地域の皆さまの交通ルールの再確認と

安全意識の向上を目的に、交通安全教室を開催します。

警察署や市の協力を得て、子どもから大人までわかりや

すく学べる内容です。

終了後には、記念の品物。お茶を用意しています。

大勢の参力□をお待ちしています。(申込用紙あ
'))

【日B寺】令和フ年ア月23日 (水)10:OO～ 11:00

〔場所】飯山南コミュニティセンダー多目的室/法の郷公園
〔対象】地域住民(お子様連れ大歓迎)

【内容】・交通安全ビデオの上映(約 15分 )

・反射材の夜間での効果体験
・信号機を使つた横断練習
・自転車の安全な乗り方(実技あ

'))

i;と子のウ1「IJミュニテイが
づくり

ぶOr｀
~nO_sot。

牌

M

すすめている

取り組みを

お知らせします。

健康づくり推進委員会

私の健康アップ結果報告

【記録提出者177名 内、目標達成者63名

※目標達成の方にお渡しします。

【内   訳】野菜2イ固 20名
野菜1イ固 43名

A
¬

〔野菜お渡し国】7月 5日 (土)13時30分～1刺寺30分

参力日ありがとうございました。

螂
］

0 丁シ彙

畿 <
タグラ
ださι

ムを
〕 ′

ア月16日 (水)10時 30分～11時 _____
『たのしいこといっ(ぎい』
～パネルシアダーとお楽しみ～

※南保育所5歳児と交流

ア月9日 (水 )

10日寺30分-11日寺30分

フ月19日 (土 )

10日寺30分-11日寺30分
『ダオルハンガーを作ろう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力日 費 :220円

Iヽ…

`播
ギ ェ濯

5

フ月19日 (土)11時 ～11時45分

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに 1/S、 れあい交流室だよりIを掲載しています。
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0-③
法の郷公園

●ふらつと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

●朝市・フリーマーケット

フ月30日 (水 )

10日寺́ヤ12日寺

※都合により、平日に行います

地元農家さんの新鮮野菜・

多肉植物 。国用品など

●パンの販売〔にじいろベーカリー)

ア月 10日 (木 )

11時～

軍:Ⅲ■濤軒l撃韓練上

Ψ
喜

緞

フ月24日 (木 )

9時 -10日寺

参力]費 :300円

締切 り:フ 月 18日 (金 )

活
　
用

班



偉 床ゲツト食
∫

|!ノ
//

0囁 峠患ド ■

宝赤:i募集中

魚のマリネ
今が旬のアジは、日旨のりがミ く、うま味も

たつぷり詰まつて、最も美味しいとされています。

■材料 (2人う〕
＼

)

小アジ……………2匹

たまねぎ ………。100g
人参 ………… 10g
ピーマン……・ 1/2イ固

砂糖 …

みりん …・

薄□醤油

酢 ……

大さじ1歩

,一 大さじ1

大さじ1歩

1/2カップ

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■作り方

0たまねぎは薄切
')。

人参はせん切り・ピーマンは

種を取り薄く切る。

②分量の調味料を合わせ、①と混ぜる。

0魚は塩をして色よく焼き、焦げ目が付いたら

裏返して、中まで火が通るまで焼く。

0焼きたてのアジを②に浸ける。
アジの上にたまねぎ・人参・ピーマン

り付ける。

No.

058
川崎 等さん

島田ミサワ自治会

人間関係に恵まれて、多くの人とのつなが
')が

宝物だ

と言う川崎さん。フ4歳の方です。

川崎重工に40年余り勤務。そのうち労働組合専従員

として22年。坂出支部委員長や連合香川の副会長、50

歳の時には飯山町議会議員も歴任されました。

忘れられない大惨事は、神戸川重労組本部で総務部

長在任時に起きた阪神淡路大震災。甚大な被害を受け

た会社まで毎日8Km、 見るも無残ながれきの中を1か月

近く歩いて通い、組合員の状況確認や労組本部の再開

に向けて奔走したと。

退職後、68歳からは週に2日ほど本島汽船の手伝い

を。コミュニティの健康スポーツ部会にも在籍して2年

目。そして、以前から続いている川重関係の人達やゴル

フ仲間との交流、家族との旅行なども楽しみながら、最

近奥様と共に終活を始めたそうです。

●対象者

飯山南地区在住で、満3歳までのお子さん

0応募できる方

お子さんの父母または養育者

●お中し込み方法

誕生月の前月1日まてヽこ、

件名を「宝赤ちゃ/彰lとし、

下記の必要事項をご記入のうえ、

メールまたは窓ロヘご持参くはさtち

●必要事項
・お子さんの氏名 6、 りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

●応募メールアドレス

区超hannan‐c@mf.pikara.ne.ip

Fく,〉CiJS―フ労―カスー

青パ ト出動します !

水曜日の午後は南小学校の集団下校です。1週

間に一度全校生が運動場に整列し、1フの地区に分

かれて1年生から6年生まで一列になって一緒に下

校します。もちろん、南コミュニティの防」巳パトロー

ル隊も一緒に歩いたり、それぞれの地区の危険な

箇所で見守つた
'り

して子どもたちの安全な下校を

サポートします。この時に合わせて、地域の人や、飯

山南地区を通るドライバーに子どもたちが下校し

ていることを矢[lらせ、安全運転に心がけて、事故な

く帰れるように見守つてもらうのです。

ところで、青パトつて勝手に走らせることができ

ないつてご存宍日でしたか。青パトを走らせるには認

可を受けた地域づくり活動団体 (市町や自治会な

ど)が、警察署へ届けることが必要です。

そのために3年に1回講習を受けてい

ます。◆国も青パトは、防犯パト

ちの

ホこ芭占老きど堂tん

東小川郵便局

0877‐ 98日2912

圏 園

大切なお荷物はゆうパック

伊:☆ 状猟A.央 沈傘準litデ ,Ai持
―
|ヽ溶
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ゐ )

7月 12日 (土)ハンドメイド

今回は「レジンでペンダント作り」です。
かわいいオリジナルのペンダントを作りましょう。お楽しみに !

h ,
202● 9ⅢⅢとり

。ピカピカデー
・親子体操
・七夕まつり(嬰申込 )

(子育てひろば「たんぽばlと共催)

・AED請習会
。図書館うさぎ ハンドメイド(要申込)

瞳
慾lF.寿移り

↓輩

¨
県幼麟灯敦訓会表彰

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

猛
暑
が
続
い

て
い
ま
す
。
水

分
補
給
は
で
き

て
い
ま
す
か
？

私
た
ち
の
体
の

半
分
は
水
分
で

で
き
て
い
ま
す
。
体
内
に
あ
る
水
分

は
栄
養
素
を
運
ん
だ
り
、
老
廃
物
を

排
出
し
た
り
、
体
温
調
節
を
し
た
り

と
大
切
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

体
の
水
分
量
が
減
少
す
る
と
脱
水
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

脱
水
や
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
も
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
だ
よ
り

鬱
解
飛
冒
り

多
様
性

肌
の
色
、
髪
や
服
装
＼
障
が
い
の
あ
る
な
し

な
ど
で
人
を
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
様
マ

な
違
い
の
あ
る
人
マ
が

一
緒
に
な
っ
て
生
き
生

き
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
築
く
た
め
、
多
様
性

を
認
め
合
う
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
も
っ
こ
広
場

『健
康
チ
ェ
ツ
ク
①
イ
ン
ボ
デ
イ
と
筋
カ
ア
ッ
プ
』

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

イ
ン
ボ
デ
ィ
で
自
分
の
体
の
筋
肉
量
や

体
脂
肪
量
を
知
り
、
理
学
療
法
士
の
川
原

さ
ん
と
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
き
つ
。

【田
　
時
】
フ
月
３０
日
（水
）

１０
時
～
１１
時

【場
　
所
】
多
目
的
室
１
　
【参
加
費
】
無
料

【持
ち
物
】
水
、
ダ
オ
ル

オ

阿
知
公
周

齢
Ｗ

だ
詐
彎

法
の
郷
公
園
の
草
抜
き
を
し
ま
す
。

今

回
は
、
早
朝
に
行

い
ま
す
。

　

　

中

是
非
ご

参
加

く
だ

さ
い
。
　
　

　

　

■

【田
時
】
７
月
１９
日
（土
）

６
時
～
フ
時

交
番
だ
よ
り

自
転
車
へ
の
交
通
反
則
通
告
制
度

個
称
署
切
符
し
の
導
入
に
つ
い
て

道
路
交
通
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
へ
の

交
通
反
則
通
告
制
度

（通
称

「青
切
符
し

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
転
車
の
利
用
者
が

一

定
の
交
通
違
反
を
行
っ
た
場
合
、
◎
３
０
０

０
円
か
ら
１
２
０
０
０
円
の
反
則
金
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
つ

い
て
は
ヽ

‐６
歳
以
上
で
す
。

反
則
行
為
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
り
＼

具
体
的
に
は
、
信
号
無
視

。
並
進

・
指
定

場
所

一
時
不
停
止

・
無
灯
火

。
二
人
乗
り

・

ヘ
ツ
ド
ホ
ン
等
使
用

・
携
帯
電
話
使
用

・

傘
差
し
運
転
等
が
あ
り
ま
す
。

高
校
生
に
つ
い
て

も
、
制
度
の
対

象
と
な
る
こ
と

か
ら
、
家
族
皆

さ
ん
で
交
通

へ
″

ル
ー
ル
の
理
解

を
深
め
ま
し
よ
う
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
ａ

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
ａ
♯
９
１
１
０

И 代

1日 (文 )

3日 (本 )

7日 (月 )

11日 (金 )

12日 (上 )

17日 (木)

19日 (上 )

20日 (日 )

23日 (水 )

24日 (本 )

16日 (水 )・
…出前講座「じどせんのおねえさんといつしよ」

(飯山南コミュニティセンダーで)

・ツボ押しと体操
・えほんダイム
・参議院議員選挙投票所のため閉館
・移動図書館車かめまる号がやつてくる
。トライアングル《子育て相談》(要申込)

令
和
フ
年
５
月
３０
日
、
火
災
予

防
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
た
功

績
を
称
え
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔個人の部】福井多江子さん価,u左 )

【団体の部】女性防火グラブ飯山南支部

(子育てひろば「たんばば」と共催)

26日 (上)中
●ファンダジー《倉」作紙芝居》

27日 (日 )…習字教室 (要申込)

18月初めの行事〕
1日 (金 )・

―ピカピカデー

2日 (上)…・ポスダーを作ろう(要申込)

フ日(本)…親子体操

東′JWil児重センター 奮 (0877)56-8778
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カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

ω
掲露虎ページ

凸
パンの日

・ 法ちゃんくらぶ D
・ 法の郷公園草抜き0

海の日

休館日

叫
かめまる号

〕1己=
青パト巡回日

1● ●あぃさっ運動 (福祉部)

110 ・ 丸亀市社会福祉協議会 実践報告会

120

430 ・ 自治会長一日研修 (県防災センター)

140 休館日

15●

160 ●じどせんのおねえさんといっしよ0
・ 健康相談 D

〕Eく   17o

19o

240

凸 260

18o ・ 介護予防のための体操教室

お

20 ●夏まつり支援委員会

36 ・ 南小2年生まちたんけん

40 ・ 地区巡回 結核。肺がん検診

50 ・ 私の健康アップ野菜渡し日廻D

60 ・ 土器川クリーン作戦911の日)。 にじいろカフェ紅山

・ 健康ウォーク(フ時)・ ベタンク(9時 )

70 休館日

8●

100 ・ 第1回健康講演会 0
・ おでかけ号連絡会

2⑥ (〕 ・ 参議院議員選挙投票日

一
　

一
　

一

自
治
会
交
流
一ヨ
ン
オ
体
操

22● 休館日

230 ・ 交通安全教室 0

24● ●ふらっとTeaTimeCD

ロ
90 ・ 高齢者ふれあいの集い ι

…

>E=    25(多

270 ・ 法の郷ペタンク大会 0

281〕 体館日

29●

300

・ 夏休み学習会0
・ 学習支援食堂廻D

・ 夏休み学習会 0・ 学習支援食堂ロ
。ももっこ広場0 ・ 朝市・フリーマーケットω

316 ・ 法の郷いきいきまつり実行委員会

8/90・ 「地域を盛り上げよう」
～法の郷サマーフェスティバル～

https://hannan‐cttnet/

国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
整
備

が
進
む
に
つ
れ
、
地
域
の
環
境
変
化
に
気
付

き
、次
の
三
か
所
を
「法
の
郷

〓
一大
美
景
」と

名
付
け
て
み
ま
し
た
。

米
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
の
地
域
で
は
、
田
植

え
か
ら
‐０
日
ほ
ど
過
ぎ
た
７
月
初
旬
、水
田

に
は
早
苗
が
活
着
し
、
緑
に
染
ま
っ
た
田
が

水
系
ご
と
に
広
が
り
ま
す
。
下
法
軍
寺
・大

窪
谷
か
ら
は
、
水
面
に
映
る
飯
野
山
（讃
岐

富
士
）
の
姿
が
「逆
さ
富
士
」
と
し
て
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、堤
塘
中
央
部

か
ら
は
丸
亀
市
街
や
瀬
戸
内
海
、象
頭
山
、

綾
歌
三
山
を
望
む
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
が
広
が
り
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
絶
景

が
楽
し
め
ま
す
。

次
に
、上
法
軍
寺
・岡
一号
池
で
は
、バ
イ
パ

ス
整
備
に
よ
り
池
の
中
央
を
道
路
が
通
り
、

ボ
ツ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（幅
２５
ｍ
）を
水
が
行

き
来
し
ま
す
。
南
堤
か
ら
眺
め
る
バ
イ
パ
ス

と
た
め
池
の
景
色
や
、
岡
面
の
高
台
か
ら
望

む
讃
岐
富
士
は
、
山
の
頂
と
同
じ
高
さ
の
目

線
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
山
を
よ
り
近
く
に

感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。

最
後
に
、
東
小
川
地
区
で
は
、
児
童
セ
ン

ダ
ー
北
の
農
地
に
毎
春
咲
く
ニ
ホ
ン
ズ
イ
セ

ン
が
道
沿
い
を
彩
り
、
ラ
ッ
パ
ス
イ
セ
ン
や
つ

く
し
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。
樋
ノ
ロ
環

境
保
全
活
動
の
皆
さ
ん
の
手
入
れ
に
よ
り
、

讃
岐
富
士
を
背
景
と
し
た
心
温
ま
る
風
景

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
「法
の

郷
」
の
自
然
を
守
り
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
　

　

（文
責
　
進
　
和
彦
）
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